
Ｈ２９年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
健やかな体　たくましく


・健康を考える意識


・体力の向上を図る意識


・自らを守る態度と意識





確かな学力　かしこく


・知識や技能の習得と活用力


・自ら学ぶ態度と力（主体）


・共に学ぶ態度と力（協働）





理科専科


理科ＳＳ





体育的取組


計画的で継続的な取組


体育・朝トレ・行事


健康教育と食育


薬物乱用防止教室など


安全教育


（命を守る・守りきる。）


防災・犯訓練の工夫と進化





英語活動


教職員研修


教室英語の日常化


環境面での工夫





道徳（評価－指導）


評価についての研究


ワークシート（自己評価）


評価に対するアンケート


文言の記述内容





あいさつ


� eq \o\ac(○,あ)�いての目を見て


� eq \o\ac(○,い)�つでも


� eq \o\ac(○,さ)�きに


� eq \o\ac(○,つ)�たえる　きもち





人権に関わる学習


３年：外国人教育


国語・社会・総合


４年：総合育成


国語・道徳・総合


５年：男女平等


Ｓ・Ｃ学習　国語


社会・道徳


６年：将来展望


総合　社会　国語


道徳





小中一貫教育


英語・算数・国語


道徳及び生徒指導を通して





家庭学習と家庭での読書


家庭学習の系統性


習慣化－授業との連動－発展深化


北醍醐の家庭学習（読書の習慣化）





掃除


� eq \o\ac(○,そ)�うだんして（役割と場所）


� eq \o\ac(○,う)�まく　　　（隅々まで）


� eq \o\ac(○,じ)�かんをつかう（最後まで）


・気持ちの良い掃除ができる


からロング昼休に移行する。





人権教育の生活化


・縦割り登山や掃除


・運動会や学習発表会


・集会活動


・避難訓練


・町別集会（集団登校）


・縦割り給食





学びを活かす


キャリアの視点





カリキュラム


マネジメント





人権のための教育


学ぶ目的：人権文化の


　　　　　担い手を育成


縦割り活動


様々な教育活動と連動


学校行事などで生活化


（教科・総合・道徳）





人権についての教育


学ぶ内容：人権意識の高揚





学ばせる内容の見直し


総合的な学習の時間と連動体験や経験を重視





人権を通しての教育


学ぶ環境：人権尊重の校風





あいさつ　　そうじ


ことばづかい（～さんづけ）


相手を大切にする


聞き方と話し方





生徒指導


学びに向かい，関わり合う心の育成


『北醍醐の約束』（行動と責任）


『北醍醐まなびのスタンダード』


（基本的な学習習慣・学習態度）





ことば　づかい


日々の学習活動の中で，人権を大切にする心情を培う。


人権についての学習・総合・道徳・教科・学級指導


（思いを受けて話す。です・ます。主語と述語　敬語）





人権としての教育


学ぶ機会：学力の保障


　　　　読書活動


家庭学習


英語活動


道徳教育


個別課題（家庭学習）


支援の必要な個への対応





豊かな心　やさしく


・いのちを大切にする心


・互いを尊重する心


・自らを律する心





研究活動の組織化（５部構成）


あらゆる言語活動を通して，


思考力・判断力・表現力を鍛える


習得－活用－探究という


学習プロセスを重視





教　育　・　学　習　環　境　の　整　備


＊整然とした教室や廊下，校舎・校庭　＊安全に配慮した教育環境整備　＊知識欲や興味が湧く掲示・案内





同　じ　方　向　を　目　指　す　教　職　員　の　姿


☆担任は１日に，学級のすべての児童に声をかける。　　　☆児童の人権を大切にした指導や対応を実践する。


☆問題や課題は組織として対応する。　　　　　　　　　　☆保護者への積極的な情報発信と説明責任を果たす。


☆報告・連絡・相談を確実にする。　　　　　　　　　　　☆起案・提案は一考を加える。


☆教育公務員としての自覚と責任をもつ。　　　　　　　　☆服装は，時と場に応じたものを着用する。





北醍醐小学校の学校教育目標


やさしく　かしこく　たくましい　北醍醐の子


目指す子ども像


自分も仲間も大切にする子ども


自ら学び，自ら考え，行動する子ども


自己を表現し，正しく行動する子ども





生きる力につなぐ資質・能力








